
モデル建物法（小規模版）の適用範囲の変更

現行の適用範囲 Ver3.11以降の適用範囲

なお、工場モデル適用時や、評価対象となる空気調和設備の設置がない場合には、下表のとおり、様式SB-1（開口部仕様入力シート）、様
式SB-2（断熱仕様入力シート）の作成が不要なため、上記マーカー部分に該当する建築物の場合であってもモデル建物法（小規模版）の適
用は可能です。この場合の入力は次ページで示す「現行の入力方法」によるものとしてください。
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入力マニュアル V3.11βより抜粋入力マニュアル V3.10.1より抜粋



モデル建物法（小規模版）の適用範囲変更に伴う外皮の入力ルールの変更

現行の入力ルール Ver3.11以降の入力ルール

・「外壁、屋根が存在しない場合」の入力方法が示されている。
・入力方法に従い「入力しない」を選択すると無断熱として評価される。

・外壁、屋根が存在しない場合は本計算方法の適用外となるため、
「外壁、屋根が存在しない場合」の記載が削除。

・Verアップ後も左記の「現行ルールの入力」により計算が可能であ
すが、外壁又は屋根が存在しないかどうかを確認し、存在しない
場合には、標準入力法もしくはモデル建物法（通常版）を利用し
てください。

入力マニュアル V3.11βより抜粋入力マニュアル V3.10.1より抜粋
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開口部については、入力マニュアルに従い「窓」の
みを入力の対象とする運用としていましたが、今後
は「ドア」も含めた運用に変更します。
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